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　　　　　　　1943年　六月の天象
　　　　　　　　　　Himmelserscheinungen　im　Juni，　1943．

　太陽は愈々天の最高所に達して，牛座から双子座を運行中，6日には黄経
75。となって，芒種の季節，叉，22日には黄雲goo，赤緯十23。26’となって，夏

至黙を通過する．正に墓轡や南部支那の頭上に輝く時である．從って，北殴，

北亜，アリウシャン列島あたりでは此の下旬は所謂“白夜’1の績く時であるが，

其の代り，南極では永く太陽が濱したまNである．“夏至の頃は太陽が光と

熱とを直射するから，一年中の最も暑い時節だ”と考へる人が世には多いけ
れど，之は宇宙現象の幾何學と物理學とをとり違へてるる人であって，暑さ
．の極鮎は七月叉は八月である。日本の暦法では，六月12日に梅雨の期に入る
が，これは天：文學的な期節でなくて，氣母上の季飾であるから，必ずしも12
日から雨が降るわけではない．

　月は3日に薪月で，薔五月朔，11日が上弦，18日が翌月，25日が下弦であ
る．7日は端午節であるが，この日の夕室に細い弦月が懸って見えることを
，忘れてはならぬ．

　水星は五月24日に野合し，其後は曉の星となってみるが，六月6日には停
留し，19日には日置極熱黄緯となり，同時に干れが極大離角の日である．離
角は20。判こ達するから，夜明け前には良く見える筈．

　金星は，年初以來，毎日毎夜，太陽から遠ざかりつNあるが，愈々六月28
日には極大離角となり，太陽から東方へ45qも離れるので，日波後の西天に・
高く輝やく．望遠鏡で見る此の星の姿は恰も上弦の月の如く，立涯な牟月形
であって，之は日波野よりも，むしろ白書に望遠鏡によって観察した方が宜
しい．金星の光度は必ずしも離角に正比例するわけではないから，もっと，
もっと，此の星の光は増すものと考へて宜V・．

　火星は，徐々と地球に近づきつ玉ある．しかし，凡ては年末の好時期を待
つべきであって，よほど特別な萱門家でなV・限り，覗直径7”内外の火星は未
だ当るべき目的物ではない．星座は魚座を目下順行中．

　木星は，まだ西の室に見えてみる．しかし，高度は低いかち，日渡後の観
察では，大氣の動揺のため，星の像は認るからう．四つのガリレオ衛星も，
見えるには見えるが，學的観測の等値は無からう．但し，七，八爾月は全く
観界を去るのだから，名残りに見て置くと言へば其れまでだが．
　±星は太陽の光芒の申に埋まってみるから，今月も観察不能．まつ八月頃
までは縁の無いものど諦めるが宜V・．天王星も土星と同様．今は見るべき時

期ではなV・．海王星は乙女座中の秋分鮎の北方に於いて停留申であるから，

年鑑の中にある詳しい星野をたよりに，槻察するのは今である．光度は8等

彊，観直樫は2秒孚．

・週期的，非週期的の若干の彗星が北野にある．詳細は急報を見らるべし．

・樹，新彗星の獲見も忘れすに行ふべきである．藪年前以來，北敏フィンラン

ド國のオテルマ女史の雲間成功してみる新彗星獲見に負けてはならない．

　六月には，月末に西北の天賦から流星群が現はれる．有名なヰンネケ彗星

の跡を追ふものである．光は弱いが，時々は大光輝のものもあるから，見た
人は直ぐ小偵流星課長に報告されたし．月の光の妨げも無V・から，今年の槻

測は有望である．黄道光は，六月中，宵も曉も観察は困難であらうが墓濁以

南では立派に見える筈．内地では丁丁の前後黄道帯の丁丁を鋤まれたし．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庭
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北海道日蝕の鴇眞

昭和18年二月5日

北海道釧路國？1岸にて

木邊成田氏撮影

　　　　　　　（木邊氏連載記事参照）
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Total　Eclipse　of　the　Sun．

Feb．　5，　1943．

7h51m．v53m，　J．　C．　S．　T．

In　Hokkaido，　Japan．

By　Sigemaro　Kibe，
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黄道光観測所

田上天女憂　滋賀縣栗太郡上田上村

滋賀縣堅田局馬内

倉敷天女壼　岡山縣倉敷市

大阪布立電明科學餌プラネタリウム　（大阪市四ツ橋）

塁北市公述堂内

廣島縣沼隈郡瀬戸村

　　　　　　　　　　東亜天文協會観測部
　　1．流　星　課　（課長　和歌山縣有田郡金屋　小三孝こ郎，幹事　宇野良雄）

　　2．彗　星　課　（課長　滋賀縣草津町大路井420　山本　進）

　　3，製　星　課　（課長　木邊工費，幹事　小澤喜一）

　　4．太　陽　課　（課長　畝，幹事　静岡縣志太郡吉永村吉永1768大石辰次）

　　5，黄櫨光課（課長田上天丈肇μ体一清，幹事倉敷天丈竈本田實｝
　　6，豫　報　課　（課長　山本一清，幹事　紳田浦雄）

　　7，機　械　課　（課長　滋賀縣野洲郡中里村　ホ邊成磨）

　　8．窟　眞課　（課長　大津市鹿広町　堀井政三）

　　9．遊星面罵　（課長　黒黒英太既幹事　佐伯恒夫，．木彊成麿）

　　　　火星班（班長兵庫縣川遊郡雲雀丘伊達英太郎）
　　　　木星土星班　（班長大阪市四ツ目口氣科學館佐伯恒夫）

　　　　水星金星班　（班長　木邊成麿）

　　10．掩　蔽　課　（課長　大阪市住吉匠萬代束4の6　高城武夫）

　　11．月面課（課長伊蓬英太廓）
　　12．歴史研究課　（課長　兵庫縣武庫郡本山村岡本高石344井本　逡）

　　　　　　　　　観測部規定　（昭和6年11月22日制定）

第1條　　本観測部ハ東亜天下協會ノ目的テ達スル爲メノー事業トシテ，天盟ノ銀測
　　研究チ行フ．

第2條，第3條，第6條　　（略）
第4條　　東亜天丈協會員ハ希望ニヨリ本観測部員トナノレ事が出田〃．
第5條　　部員ハ襯尊上ノ必要二幅リ課長ノ指導及ビ東亜天爵速報（奮名ブレテン），

　　東亜天丈協會急報並ビ嬬種々ノ印捌物ノ酉E布テ受ケル，
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階9・6‘1號麟腰肝麟1〔奪轟鷹硯霜潔白白白

｛，本丁繍1慧撫灘灘

　　眞美印捌所橋本岩太鄭〔電西陳3702〕
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